
ぶ
へ
満
宮
と
牛
筑
紫
(
九
州
)
に

お
い
て
荒
牛
を
鎮
め
ら
れ
た
縁
故
に

よ
り
、
北
野
神
社
で
は
牛
を
神
使
と

し
て
い
る
。

2
十
二
支
の
牛
の
郷
土
玩
具
が
あ
る

0

3

牛
の
地
名
史
ー
牛
と
天
神
富
山

県
の
牛
騎
り
天
神
像
は
有
名
で
あ
る

0

4

風
土
記
逸
文
l
九
州
に
神
功
皇
后

備
前
の
沖
合
を
過
り
給
う
た
時
、
大

牛
が
出
て
身
を
覆
そ
う
と
し
た
の
で
、

住
吉
明
神
が
そ
の
角
を
と
っ
て
投
げ

倒
し
た
の
で
、
そ
の
地
を
牛
転
だ
と

名
付
け
て
、
後
牛
窓
と
な
っ
た
と
い

う
地
名
が
あ
る
。

5

牛
に
騎
っ
た
仏
像
神
像

川
大
阪
府
八
尾
市
志
紀
長
吉
神
社
蔵

川
奈
良
県
春
日
神
社
蔵

「ロ
l
マ
は

一
日
に
し
て
成
ら
ず
」

琵
琶
湖
流
域
下
水
道
事
業
の
追
憶

里子
洲

宮
JII 

稔

流
入
域
全
体
の
環
境
整
備
に
向
け
て

表
題
の
諺
は
、
昭
和
五
十
七
年
(

九
八
二
年
)
一
ニ
月
二
十
七
日
に
挙
行
さ

れ
た
湖
南
・
中
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
通
水

式
の
「
工
事
報
告
」
に
入
れ
た
一
節
で

あ
る
。
(
正
式
通
水
は
同
年
四
月
一
日

に
な
っ
て
い
る
。
)

琵
琶
湖
流
域
下
水
道
事
業
は
琵
琶
湖

総
合
開
発
事
業
(
以
下
「
琵
総
」
と
云

う
。
)
の
重
要
事
業
で
あ
っ
て
、
県
民

の
生
活
環
境
と
琵
琶
湖
の
環
境
保
全
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
施
設
と
し
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
ご
承
知
の
と
お
り
、
琵
琶
湖
全
周
を

取
り
囲
む
下
水
道
施
設
の
整
備
と
高
度

処
理
に
よ
っ
て
、
そ
の
日
的
を
達
成
す

る
も
の
で
、
特
に
琵
琶
湖
の
水
質
保
全

と
環
境
整
備
の
た
め
に
は
、
湖
内
お
よ

び
湖
辺
域
の
み
な
ら
ず
、
流
入
域
全
体

の
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
計
画
の
遠
大
性
に
鑑
み
、
県
議

会
に
お
い
て
は
計
画
当
初
か
ら
し
ば
し

ば
、
こ
の
計
画
完
了
に
は
何
年
必
要
か
、

例
え
ば
県
北
端
の
木
之
本
、
余
呉
へ
は

何
年
後
に
な
る
か
、
と
の
真
剣
な
質
問

が
関
連
審
議
の
度
毎
に
出
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。

供
用
開
始
第
一
号
の
通
水
式
前
後

勿
論
、
当
初
の
琵
総
計
画
十
ヶ
年
で

は
、
全
体
計
画
の
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
が
見
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
敢
え
て
「
工
事
報
告
」
に

は
、
表
題
の
一
節
を
入
れ
て
、
供
用
開

始
第
一
号
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
通
水
式

に
あ
た
り
、
今
後
の
覚
悟
を
鮮
明
に
し

た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

小
生
は
昭
和
五
十
二
年
(
一
九
七
七

年
)
四
月
、
土
木
部
河
川
開
発
課
長
か

ら
同
部
下
水
道
建
設
課
長
を
拝
命
し
、

同
五
十
三
年
(
一
九
七
八
年
)
四
月
同

部
下
水
道
担
当
の
技
監
を
命
じ
ら
れ
、

こ
の
通
水
式
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

通
水
式
は
三
月
末
の
年
度
末
の
こ
と

と
て
県
議
会
の
閉
会
日
と
重
な
り
、
他

議
事
の
議
会
審
議
の
遅
延
に
よ
り
、
知

事
、
議
長
の
来
場
が
遅
れ
、
こ
の
浄
化

セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
「
環
境
影
響
調

査
委
員
会
」
の
委
員
長
を
お
願
い
し
、

ご
尽
力
を
戴
い
た
京
都
大
学
の
元
学
長

を
さ
れ
た
奥
田
東
名
誉
教
授
を
は
じ
め
、

来
賓
各
位
に
お
待
ち
願
い
、
大
い
に
恐

縮
し
た
記
憶
が
残
っ
て
い
る
。

因
み
に
供
用
開
始
は
当
時
の
大
津
、

草
津
、
守
山
の
三
市
と
栗
東
、
中
主
、

野
洲
の
三
町
で
あ
っ
た
。

小
生
は
こ
の
通
水
式
後
三
十
一
日
付

を
も
っ
て
現
役
を
卒
業
し
、
新
設
の
県

下
水
道
公
社
の
常
務
理
事
と
し
て
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
供
用
開
始
と
通
水
管
路
の

維
持
管
理
を
、
県
か
ら
の
委
託
業
務
と

し
て
専
従
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

難
局
を
乗
り
越
え
普
及
率
全
国
七
位

思
え
ば
、
小
生
が
下
水
道
に
赴
任
し

た
昭
和
五
十
二
年
度
(
一
九
七
七
年
)

は
、
難
航
し
て
い
た
浄
化
セ
ン
タ
ー
設

置
に
伴
う
草
津
市
及
び
地
元
矢
橋
地
区

と
の
要
望
事
項
の
処
理
と
、
用
地
補
償

交
渉
の
最
終
段
階
に
あ
り
、
漸
く
中
断

し
て
い
た
建
設
工
事
が
動
か
せ
る
状
況

に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

し
か
し
「
琵
総
」
は
近
畿
圏
千
四
百

万
人
の
生
活
に
直
結
す
る
国
家
的
な
世

紀
の
大
事
業
で
あ
り
、
ま
た
大
気
汚
染
、

水
質
保
全
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題

は
、
国
際
的
に
も
深
刻
な
認
識
拡
大
に

よ
り
、
多
方
面
に
札
牒
が
激
化
し
た
時

代
で
も
あ
っ
た
。

「
琵
総
」
と
し
て
の
下
水
道
事
業
は
、

圃下水道の晋且状況

平野 9iま賓実干の 滋賀県の下水道普及率は83.5%となり 全国第7位です.また、下水道

穎似旋殺をき請わた汚Jf，.処理人口普及率は 96.7%で全圏第4位です.

漢で ~:;x 22年度末までに下水道普及率を 85%とする己とを白棟にしています.
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a・田明睦現理場開，圃・・



平
成
九
年
(
一
九
九
七
年
)
三
月
末
を

も
っ
て
「
琵
総
」
事
業
そ
の
も
の
が
終

結
し
た
が
、
以
後
も
鋭
意
進
め
ら
れ
、

平
成
二
十
一
年
(
二
O
O九
年
)
三
月

末
に
お
い
て
県
内
普
及
率
八
四
・
七
パ

ー
セ
ン
ト
(
全
国
都
道
府
県
中
第
七

位
)
で
あ
り
、
併
せ
て
高
度
処
理
人
口

普
及
率
も
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

オ
ラ
ン
ダ
に
な
ら
ぶ
国
際
的
に
も
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

広
域
四
処
理
区
と
キ
メ
細
か
な
単
独
公

共
下
水
道

昭
和
四
十
七
年
(
一
九
七
二
年
)
「
琵

総
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
下
水
道

事
業
の
み
な
ら
ず
琵
総
の
主
要
事
業
が

直
面
し
た
「
琵
琶
湖
総
合
開
発
計
画
工

事
差
し
止
め
請
求
訴
訟
」
を
は
じ
め
、

一一一一一随筆・感想

湖南中部処理区

.....湖南中部浄化センター

県
と
し
て
環
境
行
政
の
柱
と
も
な
る

「
琵
琶
湖
の
富
栄
養
化
防
止
に
関
す
る

条
例
」
等
へ
の
対
応
、
並
び
に
議
会
か

ら
の
厳
し
い
要
請
事
項
へ
の
資
料
作
成

と
説
明
に
加
え
、
工
事
進
捗
に
伴
う
設

計
、
施
工
へ
の
技
術
的
課
題
へ
の
処
理

等
、
五
十
二
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の

四
ヶ
月
間
の
毎
夜
零
時
を
越
す
残
業
な

ど
、
関
係
職
員
の
昼
夜
を
わ
か
た
ぬ
旺

盛
な
任
務
遂
行
に
よ
り
、
難
局
を
乗
り

切
っ
て
来
た
感
が
強
い
。

県
内
下
水
道
事
業
は
、
県
が
主
体
と

な
っ
て
い
る
広
域
的
な
流
域
下
水
道
と

し
て
の
四
処
理
区
、
即
ち
湖
南
、
中
部
。

湖
西
。
彦
根
、
長
浜
。
高
島
と
こ
れ
に

関
連
す
る
市
町
の
公
共
下
水
道
が
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
、
市
町
の
単
独
公
共
下

水
道
と
し
て
、
昭
和
四
十
四
年
(
十
九

六
九
年
)
に
供
用
を
開
始
し
た
大
津
市

の
単
独
公
共
下
水
道
が
あ
り
、
こ
の
ほ

か
大
津
市
と
し
て
は
藤
尾
地
区
の
下
水

を
京
都
市
山
科
区
の
石
田
処
理
場
に
公

共
下
水
道
と
し
て
供
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
近
江
八
幡
市
の
沖
の
島
、
旧
朽

木
村
に
は
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
、

並
び
に
旧
土
山
町
、
旧
信
楽
町
に
そ
れ

ぞ
れ
単
独
公
共
下
水
道
が
施
工
さ
れ
、

全
県
的
に
キ
メ
細
か
な
配
慮
の
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

滋賀県の下水道区域図

平成21年3月末現布、 24市町で下水道が利用されています.滋賀県内の下水処理場の位置と

各々の処理(予定}区棋は下図のとおりです.

このうち、「湖南中部処理区Jr湖西処理区H東北部処理区H高島処理区jが琵琶湖涜域下水

道とその流減縄返公共下水道町処理区場になっています.

更
な
る
処
理
水
質
の
高
度
化
を

な
お
昭
和
四
十
七
年
下
水
道
事
業
開

始
以
来
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
小
生
の

下
水
道
建
設
課
長
当
時
の
課
長
補
佐
を

勤
め
ら
れ
、
以
後
下
水
道
計
画
課
参
事
、

湖
南
・
中
部
流
域
下
水
道
事
務
所
長
、

下
水
道
建
設
課
長
、
同
技
監
、
土
木
次

長
等
下
水
道
事
業
の
中
枢
を
担
い
、
業

務
遂
行
に
、
ま
た
多
面
的
な
問
題
調
整

に
当
た
っ
て
来
ら
れ
た
田
中
伊
三
雄
氏

の
「
い
ま
琵
琶
湖
の
下
水
道
を
顧
み

て
」
(
日
本
下
水
道
新
聞
掲
載
)
の
報

文
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

一
読
給
わ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

終
わ
り
に
な
っ
た
が
、
県
内
下
水
道

整
備
が
今
日
の
誇
る
べ
き
到
達
点
に
到

っ
た
の
は
、
初
期
段
階
よ
り
当
時
の
建

設
省
下
水
道
部
、
同
土
木
研
究
所
下
水

道
部
、
下
水
道
事
業
団
の
関
係
の
方
々

の
親
身
に
な
っ
た
ご
指
導
、
ご
援
助
の

賜
物
で
あ
り
、
ま
た
県
庁
内
及
び
関
係

市
町
の
首
長
・
担
当
者
の
方
々
の
ご
協

力
を
戴
い
た
結
果
で
あ
る
と
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
る
。

下
水
道
事
業
は
施
設
整
備
と
併
せ
、

処
理
水
質
の
高
度
化
は
環
境
問
題
と
し

て
、
ま
す
ま
す
社
会
的
要
請
が
高
ま
る

と
共
に
、
汚
泥
処
理
に
つ
い
て
も
有
効

利
用
等
技
術
開
発
の
期
待
が
大
き
い
。

「ロ

i
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
」
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